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白
地
地
域
と
は

都
市
計
画
区
域
の
う
ち
、
用
途
地
域
の

指
定
の
な
い
区
域
を
白
地
地
域
と
い
い
ま

す
（
い
わ
ゆ
る
市
街
化
調
整
区
域
で
す
）。

現
在
の
白
地
地
域
の
建
築
形
態
規
制
は
緩

や
か
で
、
容
積
率
４
０
０
％
、
建
ぺ
い
率

７０
％
な
ど
全
国
一
律
の
数
値
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
般
的
に
は
低
層
、
低
密
度
の
土

地
利
用
が
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
高
層
、

高
密
度
の
建
築
も
可
能
で
あ
り
、
特
に
地

方
で
は
、
市
街
地
の
拡
散
化
・
分
散
化
が

見
ら
れ
、
将
来
、
用
途
地
域
に
指
定
す
る

際
の
形
態
規
制
上
の
不
均
衡
が
生
じ
る
こ

と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
平
成
１３
年
５
月
１８
日
に
「
都
市

計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
の
に
伴
い
、

平
成
１６
年
５
月
１７
日
ま
で
に
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
白
地
地
域
の
容
積
率
・
建
ぺ
い

率
・
建
築
物
の
各
部
分
の
高
さ
に
つ
い
て
、

定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
内
容

建
築
規
制
は
、
愛
媛
県
が
各
地
域
の
土

地
利
用
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
、
指
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

松
前
町
で
は
、
県
と
の
連
携
を
図
り
、

円
滑
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す

建
築
形
態
規
制
値
（
容
積
率
等
）
は
、

地
域
で
確
保
す
べ
き
市
街
地
環
境
の
水
準
、

土
地
利
用
の
動
向
、
用
途
地
域
の
指
定
さ

れ
て
い
る
隣
接
地
域
に
お
け
る
容
積
率
制

限
等
と
の
連
続
性
を
考
え
指
定
さ
れ
ま
す

が
、
直
接
、
町
民
の
皆
様
に
関
わ
る
こ
と

で
す
の
で
、
ご
意
見
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
平
成
１５
年
８
月
末
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
計
画
係

�
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容
積
率

建
物
の
延
床
面
積
の
敷
地
面
積
に
対

す
る
割
合
。



建
ぺ
い
率

建
築
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割

合
。

�
道
路
斜
線
制
限

道
路
が
生
活
に
密
着
し
た
重
要
な
公

共
空
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
光
や
通

風
を
確
保
す
る
た
め
、
建
築
物
と
反
対

側
の
道
路
境

界
ま
で
の
距

離
に
応
じ
て

建
築
物
の
高

さ
を
制
限
す

る
も
の
で
す
。

�
隣
地
斜
線
制
限

建
築
物
が
高
く
な
る
と
周
囲
の
採
光

や
通
風
な
ど
が
悪
化
す
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
一
定
の
高
さ
を
超
え
た
部
分
に

つ
い
て
、
建
築
物
と
隣
地
境
界
ま
で
の

距
離
に
応
じ
て
建
築
物
の
高
さ
を
制
限

す
る
も
の
で
す
。

見直し提案値

２００％

７０％（変更なし）

１．５（変更なし）

３１
超２．５（変更なし）

現 行

４００％

７０％

１．５

３１
超 ２．５

	容積率


建ぺい率

�道路斜線制限

�隣地斜線制限

� 松前町内白地地域 �

� 規制値の見直し（案）�
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